
図面の記載例

【側溝・排水設備の整備・後退に伴う道路改修等】
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申請にあたり、図中の着色・マーキング等で市道路敷内

の施工数量がわかるよう記載してください。また、申請

書鑑記載の工事概要と整合が取れるものとしてください。
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【工事概要（例）】

雨水管敷設 VUφ200 L=3.45m 2ヶ所
集水桝新設 300×300 2ヶ所
既設L型側溝改修 L=23.4m

宅内最終桝からの取付管が道路敷に出る

場合は占用許可申請を提出

建築確認申請時や開発協議時の図面を添

付される場合は、申請の該当箇所・数量を

着色等してください
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※占用物件
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【歩道切下げ工事】

〈現況平面図〉

〈計画断面図〉 〈計画正面図〉

※占用物件

市道 ○○１号線歩道切下げ
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歩道舗装復旧範囲

図面記載例として数字を掲載しています。具体

的な施工寸法や路面復旧等については協議し

てください


